
● 図書館の仕事シリーズ １３ ●

附属図書館長 位 藤 邦 生

附属図書館長になって２年になる。その間に
自分が何をしてきたかをふり返りながら、図書
館長の仕事について考えてみたい。大学附属図
書館の館長の仕事を端的にいえば、図書館の現
状全般に目を配り、あるべき図書館像の実現に
向けて、具体的な施策を実行にうつすことにあ
ろう。以下にその内容をもう少し詳しく述べて
みることにする。

附属図書館の自己点検・評価

図書館長
に選任され
る前、数年
間、附属図
書館運営委
員 を 勤 め
た。折から
大学改革の
機運が高ま
り、大学に
おける自己

点検・評価が大きな課題となって、附属図書館
でも、それぞれの運営委員がしかるべき分野の
担当者となって自己点検・評価が行われた。私
の担当は広島大学附属図書館の蔵書についての
点検で、「図書・雑誌の充実度とこれからの整
備に関する検討」を目指し、今は亡き大鷹英子
教授と共に作業を進めた。はじめて学ぶことが

多かった。念のためその折の点検項目をあげて
おけば、以下の５項目である。
１．本館・分館組織の総括的検討と予算編成
の検討
２．図書・雑誌の充実度とこれからの整備に
関する検討
３．利用者の利便性に関する検討
４．情報中枢としての機能に関する検討
５．運営委員会の機能に関する検討
後に全学の自己点検・評価の様式にあわせて
提出した内容は、以下の項目に従って構成を整
えたが、それが、上記内容を踏まえたものであ
ったことは言うまでもない。
１．沿革
２．基本理念
３．利用者サービス
４．情報サービスの基盤整備
５．管理・運営
平成５年５月に『広島大学白書１ 新しい大
学像をめざして－専門深化と総合化－』が刊行
され、附属図書館に関する諸項目も「部局等の
現状と展望」の中に収められた。詳しくはそれ
をご参照願いたい。

広島大学附属図書館の課題と展望

上に述べた「自己点検・評価報告書」では、
図書館運営の理念について、次のように述べて
いた。
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館長室からの風景（平成１２年３月）

広島大学附属図書館は、図書及び各種学
術情報を本学構成員及び関係者に提供する
とともに、現在では情報センターの機能を
有する機関である。また、本学においては
研究図書館、学習図書館の機能とともに、
長年の歴史の間に収集された貴重図書を収
蔵する貴重資料図書館としての機能をも充
実させなければならない。そのために、附
属図書館の本館・中央館及び分館は、キャ
ンパスの地理的状況等を考慮して配置され
るが、それぞれは、有機的関連をもって一元
的に組織され、運営されなければならない。

統合移転の完了とともに文中にあった本館は
廃止されたが、ここに示された基本理念は、い
ささかも変わっていないとみてよかろう。
おおよそ上記の自己点検・評価の項目に従っ

て、広島大学附属図書館の現状と将来の展望を
述べてみたい。
１．平成９年に念願の統合移転を完了した広
島大学には、東広島、霞、東千田の３つの
キャンパスがあり、図書館は、東広島キャ
ンパスに中央図書館、西図書館、東図書館
の３つ、霞キャンパスに医学分館、東千田
キャンパスに東千田分室がある。こうした
体制は統合移転を見通した基本計画のもと
に組み立てられ、今日まで着実に運営され
てきているが、現在では、当初の計画との
間に多少のズレも出てきている。東図書館
は中央図書館ができる以前に、主として自
然科学系の利用者のために設けられた。ま
た西図書館は主に学習図書館としてつくら
れた。蔵書が増えて手狭になり、かつ電子
資料等の利用が格段に拡大した現在では、
中央図書館を含めた上記３館の機能の見直
しを図ることが、緊急の課題となっている。
中でも西図書館の電子図書館的機能の拡大
が大きな課題であるといえよう。
医学部保健学科の設置等があって、医学

分館の利用者が大幅に増え、電子資料の利
用も飛躍的に増大した。こうした中で、医
学分館の増築または改築が大きな課題であ
る。東千田キャンパスにはこれまで法学部
・経済学部の夜間主コースがあり、近々夜
間大学院が誕生する。分室の充実が焦眉の
課題となっている。

２．広島大学では、全構成員の深いご理解か
ら、先年学生用図書の予算が一元化され、
学習用図書及び雑誌の購入は年々充実して
きている。しかし、近年洋雑誌の価格が高
騰し、特に自然科学系においてはそのこと
が雑誌以外の図書の購入を圧迫する状況に
なってきている。いきおい、各部局からの
ご援助に頼らざるを得ないが、それにも限
りがあり、今では図書費の見直しが必要と
なっている。

３．利用者の利便性の観点から見れば、本学
図書館の学術資料の充実度は、いまだ十分
とはいえないだろう。それを解消するため
の予算的措置の確保、図書資料検索のため
の遡及入力の継続的実施、開館時間の延長

等が、今後の課題である。図書館をさらに
地域社会に開放することも重要な課題とな
っている。
４．すでに上記の「理念」にも述べられてい
たように、図書館の「情報センター」とし
ての機能は、今後ますます重みを増すだろ
う。大学全体の情報メディア関連施設との
関係を見直し、現在の「総合情報処理セン
ター」「情報教育研究センター」「外国語
教育研究センター」等との連携のありかた
を、さらに深く検討する必要がある。
５．運営委員会の機能に関する検討と事務機
構の改革も大事な課題である。行政改革の
推進で、図書館職員の数もすでに限界近く
まで削られた。常勤・非常勤職員の献身的
な努力のおかげで図書館サービスの水準が
何とか保たれているが、将来的には、さま
ざまな工夫が必要であろう。

図書館長のひとりごと

上に記したように、現在附属図書館が抱えて
いる課題は、複雑で、多岐にわたり、どの一つ
も解決は容易でない。図書館長の仕事はこれら
の問題を整理し、解決への方策を練ることであ
るが、一挙の解決はとても望めない。広島大学
の全構成員のお智慧を借りて、一歩ずつ、よい
方向へ進んでゆくほかはない。しかし希望がな
いわけではない。仕事がら多くの人と話し、多
くの人の話を聞く機会がある。大学執行部のか
たがた、教官・事務官のかたがた、図書館職員、
学生諸君、広島大学卒業生を含めた地域のかた
がた…こうした人達と話していると、図書館へ
の率直な感想や不満、あるいは要望をうかがう
ことができ、同時に、図書館改善への有効な方
法を教えられる。そして課題の解決に立ち向か
う勇気を与えられる。図書館の中で、熱心に本
を読んでいる人、パソコンを使って図書検索を
している人、書庫の中から多くの本を抱えて出
てくる人等に出会うたび、こうした人達のため
に、私も何か役に立ちたいと思う。研究とも学
習とも言わず、敢えて勉強と言うけれど、勉強
が好きな人、勉強が必要な人のために、図書館
がお役に立てればよいと思う。そうして、そん
な図書館を作るためにも、私自身、一生勉強が
好きでありたいと思っているのである。
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カナダ、米国図書館の先進的事例の調査・視察報告

「情報の電子化及び電子図書館運用に関する諸
問題の調査」というテーマで、広島大学後援会
の平成１１年度国際交流助成金を得て、情報管理
課医学分館の諸富係長と情報サービス課の山根
がカナダ、アメリカ合衆国に出張してきました。
主な訪問先はカナダのブリティッシュ・コロン
ビア大学（以下 UBC）と、アメリカのカリフォ
ルニア大学ロサンジェルス校（以下UCLA）です。

日 程

訪問先と日程は次のとおり（日付、時刻はい
ずれも現地時間）。
１２年１月２３日� １６：５５関西空港出発

１２：２０バンクーバー空港着
１２年１月２４日� １０：００ブリティッシュ・コロ

ンビア大学訪問
１２年１月２５日� １０：００バンクーバー公共図書

館訪問
１２年１月２６日� １２：５０バンクーバー空港発

１５：２０ロサンジェルス空港着
１２年１月２７日� ９：３０カリフォルニア大学

ロサンジェルス校訪問
１２年１月２８日� １０：００ロサンジェルス公共図

書館訪問
１４：００全米日系人博物館訪問

１２年１月２９日	
１２年１月３０日� １０：３０ロサンジェルス空港発
１２年１月３１日� １６：０５関西空港着

出発までに

出発するまでに、訪問先の大学図書館と電子
メールでやりとりをし、こちらの質問事項など
を伝えましたので、UBC、UCLA共にこちらの
質問事項にそった日程を用意してくれました。
又、こちらの英語力を気遣って、通訳が必要か
どうかの問い合わせもあり、英語力に自信のな
い私たちは、もちろん通訳をお願いしました。

ブリティッシュ・コロンビア大学

２３日にバンクーバー空港に到着し、タクシーで
UBCに向かいました。バンクーバーは、海が近く
海流の関係で暖かく、遠くに見える山々には雪
がありましたが道路や広場などにはほとんど雪
はなく、気温は広島と同じぐらいに感じました。

翌２４日はさわやかな晴天でした。朝９時５０分に
Asian Libraryの権並さんと待ち合わせをしました。

UBCでは、権並さんが１日中私たちと一緒に
各部署を回って下さり、通訳をして下さいました。
１０：００ Keate副館長のオフィスを訪ね、UBC
図書館の大まかな説明を聞きました。副館長は、
「バンクーバーは雨が多く、今日の様な晴れの
日は珍しい。あなた達がこの天気を運んで来た
に違いない。」と、ジョークを交えて歓迎して
くれました。
１０：３０ Cremaさんの案内で Koerner Library

（１９９７年にオープンした新しい図書館）を見学し
ました。

１１：００ Campbellさんに図書館ホームページ
の作成について、続いて Adamさんに Library
Instructionについて話を聞きました。
お昼には、学内のレストランで昼食をごちそ
うになりながら、Keate副館長と権並さんからい
ろいろな話をお聞きしました。
１３：３０ Cremaさんに、実際の操作も交えて

海外研修報告
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ILLの説明をしてもらいました。
１４：１５ Kreiderさんに、図書館予算に関する
話をしてもらいました。雑誌価格の値上がりの
ため、毎年多くのタイトルを購読中止にする必
要があり、そのタイトルの決定に苦労している
という事でした。

UBCの図書資料費の比率は、１９９９／２０００年で
Print Serials５４％、Monographs２４％、Electronic
Resources２２％であり、比率としてはこれぐらい
が良いと考えているという事でした。
１５：３０ 権並さんの案内で Asian Libraryの横
にある新渡戸庭園を見学しました。原生林の中
に美しい日本庭園が広がり、野生のリスを見る
事もできました。庭園の中の茶室は UBCの茶道
部が使っているということでした。その後、Asian
Libraryの見学をしました。この建物は大阪万博
の三洋館を移設したもので、日本語、中国語、
韓国語の資料が集められていました。

Asian Libraryを後にしたのは１８：３０頃で、外は
すっかり暗くなっていました。大学の近くの中
華レストランで夕食をとり、宿にもどりました。

バンクーバー公共図書館

翌２５日朝起きると冷たい雨が降っていました。
大学内で朝食をとり、バスでバンクーバーの中
心街に行き、バンクーバー公共図書館を訪れま
した。バンクーバーの中心街にある図書館は７
階建ての建物で、各階は主題別に分かれて図書
が配置されています。各階のレイアウトはほと
んど同じで、エスカレーターで上がったすぐ近
くに OPAC、レファレンスデスクが配置されてお
り、７階には有料のコンピュータルームがあり
ました。書架の上の蛍光灯は天井を照らす様に
なっていましたが、十分な明るさがありました。

２６日にバンクーバーからロサンジェルスに移
動しました。ロサンジェルスは最高気温が２０度
あり、空港におりたった第一印象は「暑い」、
でした。タクシーでホテルに向かい、ホテルに
落ち着いたのは夕方でした。少し薄暗くなって
いましたが、UCLAの近くのホテルでしたので、
下見をかねて明日訪ねる Young Research Library
に徒歩で行く事にしました。図書館に着いたの
は夕方の６時頃でしたが、UCLAの構内を歩いて
みた第一印象は、敷地が広い事と建物が大変美

しいことでした（夜はライトアップされている）。
ロサンジェルスは夜間外を歩くのは危険だ、と
聞かされたいましたが、大学の構内は学生が多
くいて危険は感じませんでした。Young Research
Libraryに入ると１階に沢山のコンピュータが置
いてありましたので、あらかじめ取得したHotmail
のＩＤを使って職場にメールを出しました。構
内の店でサンドイッチとジュースを買い、外の
ベンチで食べたのですが、この日は３食ともサ
ンドイッチしか食べられなかったので、ご飯が
恋しくなりました。

カリフォルニア大学ロサンジェルス校

２７日９：３０に East Asian Libraryに行き、Tsiang
館長とMarraさんにお会いしました。Marraさん
は１日中私たちと一緒に各部署を回って下さり、
通訳をして下さいました。

１０：００ CaravelloさんとDeckelbaumさんから
Library Instructionについて詳しく話を聞きしまし
た。図書館員一人が４～５学部を担当し、授業
の一環として Library Instructionを行っている。
参加者の数は少ないが、教官に対しても行って
いるという事でした。
１２：００ Faculty Centerで昼食をごちそうにな
りながら、Tsiang館長とMarraさんに色々なお話
を伺いました。

１３：３０ Consalesさんの案内で Biomedical
Libraryを見学。MerinoさんからBiomedical Library
におけるマルチメディアの利用について詳しい
話を聞きました。医学教育のための教材を医学
部と図書館が協力して開発していて、それをWeb
で公開している。それにアクセスすると、聴診
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器を当てる位置によって心臓の音が変化する事
がパソコン上で体験できたり、解剖をする様子
が動画で体験できるものでした。３階には２４時
間コンピュータが利用できる部屋があり、試験
前には大変混雑するそうです。
１５：００ WalkerさんとSalvadorさんからUCLA
の図書館システムについて詳しい話をききまし
た。UCLAの図書館システム ORIONは、最初
Biomedical Libraryからはじまった独自に開発さ
れたシステムでしたが、２０００年問題に対応でき
ない事などから新システム ORION 2への移行作
業を進めて来たそうです。DRAというベンダー
が提供するパッケージを元に ORION 2を開発し
てきたが、未だに稼働していない様です。
最後にWerner館長が私たちのために時間をと
って下さり、色々なお話を伺いました。日本か
ら持参した広島大学の名前が入った時計をお渡
しすると大変喜ばれました。最後まで通訳をし
て下さったMarraさんにお礼を言って、図書館を
後にしたのは夕方の６時を過ぎていました。大
学内の店で UCLAのロゴの入ったおみやげを買
ってホテルにもどりました。公式日程が終わっ
てほっとしました。
翌２８日は、朝起きてもう一度大学へ行ってみ

ようという事になり、大学の中を散歩しました。
UCLAは敷地が広いせいか、複数の図書館があり
ます（主なものだけで１２）。又、古い様式の建
物（イタリア風？）が多くあり、ほとんどが Hall
という名前で呼ばれていますが、その中には
Computer Labという名前で多くのコンピュータ
が設置されていました。

ロサンジェルス公共図書館

大学から帰りホテルをチェックアウトしてか
ら、タクシーでロサンジェルス公共図書館に行
きました。全米３位の蔵書を持つ図書館という
事で、日本のガイドブックにものっています。
外見はそんなに大きな図書館には見えませんで
したが、中に入って見ると大変大きな図書館で
ある事が分かりました。地上４階、地下４階に
なっていて、各階は主題別に図書が配置されて
います。各階とも入り口付近にコンピュータと
Information Deskが配置されています。図書館に
関する数種類の印刷物が自由に持ち帰る事がで

きる様に置いてありますが、全て英語とスペイ
ン語で書かれていました。館内には警察官が巡
回していて、ロサンジェルスの治安の悪さを実
感しました。図書館の近くで昼食をとり、地下
鉄に乗って有名なロサンジェルス市庁舎に行っ
てみましたが、工事中のため中には入れません
でした。地下鉄は改札口もなく、切符のチェッ
クもありませんでした。徒歩でリトル東京に行
き全米日系人博物館に行きました。

全米日系人博物館

日本からアメリカへの移住、第二次大戦中の
強制収容、日系人への強制収容の補償法成立、
などのテーマ別年代別に多くの写真や品物が展
示されていました。又、私たちが展示を見てい
ると、ボランティアの日系２世の人が自分の体
験を交えて説明をしてくれました。資料センタ
ーもあり、大変充実した博物館だと思いました。
この日の夜は、諸富係長の親戚の方と一緒に
レストランに行き、この旅行で初めて豪華な夕
食をとりました。

終わりに

今回の出張で印象的だったのは、カナダ、ア
メリカにおけるインターネットの普及です。大
学の中だけではなく、生活の様々な場面でホー
ムページの URLを見る事ができました（スーパ
ーマーケットの袋にも印刷してある）。大学図
書館の中にはパンフレット類が数多く置いてあ
りましたが、必ず参照するホームページの URL
が印刷してあり、印刷物はホームページを紹介
するために置いてあるという印象を受けました。
又、バンクーバー市、ロサンゼルス市の幾つ
かの公共図書館を訪問して感じた事は、公共図
書館においても、日本の公共図書館に比べて、
そのハード・ソフト共多くの面で充実している
という事と、社会における図書館サービスの必要
性が広く認知され、それが図書館を充実させる
基盤になっているのではないかという事でした。
終わりになりましたが、今回の私どもの海外
出張にご尽力下さいました、広島大学後援会お
よび位藤館長、久野部長をはじめとする広島大
学附属図書館の皆様に感謝いたします。

（電子情報係 山根 博）
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中央図書館の建物スケッチ

工学部の授業科目（平成１１年度・２年生後期）「建築設計製図�・空間と構法」の中で広島大学中央図
書館を題材に用いました。その作品の中から３点を掲載させていただいた。

横山 尚

鈩 優介

杉野 圭
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４年目を迎える外国語雑誌目次データベース

附属図書館では平成９年６月より外国語雑誌目次データベース検索システムのサービスを開始した。
このサービスは外国語雑誌約１５０００タイトルの最新の目次情報（論文名、著者名など）を学内に対して無
料で提供しようとするものである。論文データは毎日更新され、附属図書館ホームページから最新の情
報を直ちに検索できるようになっている。またキーワードあるいは雑誌名を登録しておけば、登録者に
対して電子メールで該当の目次情報を自動配信している。
１９９５年よりのデータを蓄積しており、現在では９８２万論文にもなった。電子メールでの通知も７００アイ
テムが登録され、データ更新のたびにその数の電子メールが自動配信されている。
本サービスはサービス開始から４年目を迎える。このシステムについて検討を開始しておくというこ

とで何人かの利用者に評価をお願いした。
（図は本文と関係ありません）

外国語雑誌目次データベースシステムについての使用感 総合科学部 平野 哲男

当方の環境は学内LANに接続されたMacintosh
8100/+ G 3 card、ブラウザーとして Internet Explorer
4.5により利用しています。主な検索対象は医学
生物学系の雑誌です。まず条件検索。前方後方
一致、andと orしかないことは、軽快さのため
にある程度やむを得ないことと理解しています。
正規表現などサポートしていただければうれし
いが、スピードが低下するのは受け入れられな
い。ただし not検索ができないことは不満です。
また、バグもあるようです。私の出会った問題
としては、検索語登録でハイフンがついている
と条件の削除がうまくできないことがありまし
た。係では申し出ればこちらで削除しますと言
っていただいていますが、面倒なので、そのま
ま放置しています。
次に、外部への文献複写依頼。同じキャンパ

スに所蔵されている文献は依頼できないので、
これをいちいち opacで調べるのは面倒です。文
献が大量にある場合は特に。検索結果表示の段
階でその情報を与えてくれないものか。しかし、
opacで学内所蔵を調べるのは、 実はまだ良い。
今、もっとも面倒なのは、この数年来増えてき
ているオンラインジャーナルの有無の確認です。
オンラインでダウンロードしたリプリントはも
ちろん管理しやすい。エクセルのハイパーリン
クなどを使えば、個人用のリファレンスデータ
ベースを作れますし、カラー写真を含んだ文献
はモノクロ電子コピーより当然クオリティーが

高い。将来的にはリプリントは、少なくとも医
学系の分野では、すべて電子化されると思いま
す。が、今は、対応非対応が混在しているので、
それをいちいち図書館ホームページに戻って、
確かめねばならず、ブラウザー表示の切り替え
に時間がかかったりすると、いらいらします。
現状では難しいだろうが、opacに ONLINEジャ
ーナルの有無の情報を入れられないものか。結
局、私は、利用する可能性のある雑誌１００誌以上
について ONLINEジャーナルの有無のリストを
手書き（oh!）で作り、複写の発注はそれを確認
してやっています（＊１）。
最後に e-mail配信サービス。実は、過去文献
の網羅的な検索としてはMedlineの方がよいので、
そちらを利用していて、外国語雑誌目次データ
ベースの利用は新着に関するこちらのサービス
の方が主です。いくつかのキーワードを登録し
てサーチされた文献を自動的にメールで送って
くれるサービスですが、こういうプッシュ型の
情報サービス利用法としては一般的でしょうが、
自分のメールボックスそのものをデータベース
としています。メーラーは EudoraPro２．１．３ for
Macですが、こいつの検索機能は貧弱なので
MailHunterというシェアウェアを使用していま
す（＊２）。検索機能の強化されたメーラー（++Mail
など）を利用すればもっといいかもしれない。
EndNoteなどへ取り込むことはやっていませんが、
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Perlなどで適当にフォームを整えれば出来るだろ
うと思う（そのうちやろうっと）。

＊１ リストを http：//home.hiroshima-u.ac.jp/thirano
/OLJa.htmlに公開しました。利用されたい
方はどうぞ。

＊２ その後、バージョンアップした Eudora４．２
は検索機能も比較的充実しています。

広島大学外国語雑誌目次データベース検索システムの感想 理学部 大房 健

わたし自身は、動作してくれている限り、あまり大きな不満はありません。もし、しいて言えば、get file
可能な、online journalと連動されているととても嬉しいのですが、難しいのでしょうか？

広島大学外国語雑誌目次データベース検索システムを使った感想 広島大学名誉教授 内山 敬康

私は、従来 ISI社の REFERENCE UPDATE
を使っていましたが、ある事情で使えなくなり、
急遽このシステムに切り替えました。私のニー
ズは次の通りです。
１）私の研究分野はがん生物学ですが、関連

する雑誌は多数にのぼります（私の持っている
文献の洋雑誌の種類数は２８０になります）。だか
ら、題名、キーワード、アブストラクトの中の
ワードなどで検索することが必要です。２）新
着雑誌について、個別にその都度行いたいので
MEDLINEなどは使えない。３）この分野では次々
に新しい現象や遺伝子の発見が多数あり、新し
い用語がどんどん作られています。従って、あ
るワードで検索するには「NOT」検索語を沢山
（たとえば１０以上）並べる必要があります。
ところが、現在の大学のシステムでは使える

のが「AND」「OR」だけですから駄目です。そ
こでワードでの検索はあきらめて、特定の雑誌
４０タイトルを選び、全部の目次に目を通すこと
にしました。ところが、検索システムの使用説
明が整備されていません。現状と、現在欠けて
いることを以下に列挙します。
１）図書館のホームページには問い合わせ先

の電話番号が書いてあるだけです。担当者の氏
名を入れて下さい。２）私は、たまたまこの検
索システムがスタートしたときに配布された利
用者マニュアル（VERSION 1）を持っていまし
た。現在のものは VERSION 1とは違うものです
が、VERSION UPした利用者マニュアルはあり
ません。多数の雑誌（１０タイトル以上）を同時
に検索する方法の説明はどこにもありません。
結局、何回か繰り返して電話でやりかたをた

づねてやっとできました。しかし、Max Display
Linesを allにすると検索できない、などの問題は
解決できませんでした。詳しい利用者マニュア
ルをホームページに載せ、変更点あるいは新し

い利用法が分かればその都度書き直したり書き
足したりしてください。３）現在は電子メール
で新着雑誌のコンテンツが次々に送られてきて
います。夢のように素晴しいことです。ところ
が、雑誌のナンバー順に来ないのです。これは
配信先へクレームをつけてちゃんとして下さい。
最後に、大学の事務責任者および利用者に次
のことをお願いしたいと思います。
１）その場しのぎの対応は止めて次に同じこ
とが起こったときにちゃんとできる手段を講じ
ておいて下さい。必要なことはマニュアルとし
て残す、後任者にも説明して渡す、たまればフ
ァイルして整理する、などです。ホームページに
できるだけ掲載すればいちいち説明に時間を取
られることも無いでしょう。使用する際も楽で
早くできます。
２）このようなシステムは共通性が高い基本
的なものですから、検索システムの開発を各大
学で個別にやるのは無駄だと思います。国内で
だれかが責任をもってやれば、より良いものが、
より安価にできるのではありませんか。キャリ
アーの人達の業務内容は再考すべきです。
３）利用できるオンラインジャーナルを整備
し、従来型の雑誌の購入は共通性の高い基本的
なものに限定すべきです。雑誌購入のコスト、
コピーサービスのコスト、図書館スペースの確
保のコストに長期的に対応して下さい。
４）事務担当者と利用者の密接な協力が無い
と大学はよくなりません。事務担当者は大学を
良くすることを生きがいにしていただいて利用
者の要求を歓迎し質問に答える、利用者は大学
を愛し、甘えたり不満を言うことに終始せず、
進んで提案し積極的に協力する、などをお願い
致します。その点、今回は非常に実り豊かであ
り担当者には感謝しています。（２０００．２．８）
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大学図書館職員長期研修に思う
相互利用係 川上 裕

長期研修は、主催者にしてみればぜひ研修に行
きたいと言う者を受け入れるものであって、いや
いやながらに研修に来る者などいないはずだ。
となると、わたしも行きたいと手を挙げたはずな
のだが、不幸にしてそのあたりの記憶がすっぽり
抜け落ちてしまっている。われらが広島大学図
書館からは、毎年のように誰かが長期研修に行っ
ていることから察して、もしかするとこれも順番
だったのかもしれない。研修に集まった仲間の
顔を見渡すと、何回も応募してやっと参加できた
人もいれば、就職して間もないのにあろうことか
１回目の応募で参加できた人もいる。皆の胸中
はいかがなものだったのだろうか。
さて、３週間もの間、仕事をしないで講義を

聞いてばかりの生活をしてきたのだが、これは
ある面から捕らえれば苦痛、ある面から捕らえ
れば楽しい生活だった。講義を聞くことが本職
で、それで給料が貰えるのなら、これは楽な生
活である。しかし、そんなうまい話があるはず
がなく、研修から帰ってくると、頭の痛くなる
ような仕事（本職）が机の上で待ち受けている
のであった。
さてさて、講義内容にも触れておかないといけ
ない。てんこ盛りの講義メニューであるからし
て、この限られたスペースでその全貌を明らかに
するのは困難、ならば心にとまった言葉をいくつ
か挙げることで、いくらかでも講義の雰囲気を嗅
ぎ取っていただければと思う。ではでは。
１．大学図書館建築の講義から�「少し先を読

めばよい。５０年先など誰にもわからない」
建物の部屋の用途の話なのだが、あてはま
ることは多い。５０年先の組織を予想して議論
を行うのはいささかアレと思われるが、目先
のことばかり追っていてもだめなのは明らか。
仕事をするにあたって、何年先の状況を見通
すかが肝要である。
２．大学図書館サービスのあり方の講義から�
「高飛車な図書館員」
この言葉には会場がどっとわいた。そうい
う図書館員が少なくないに違いない。自分に
限ってそんなことはないと誰もが思っている
だけに、ひとごとにしてはいけない。
３．わかりやすい表現の講義から�「日本４大

悪ドキュメント」
内訳は「官庁文書」「判決文」「マニュア
ル」「学者の書いた文書」（順不同）なのだ
そうな。ひとにわかってもらえるように書く
ことの難しさは日頃から実感しているが、そ
れでもまだ改善の余地はあるに違いない。
４．学術情報センターの電子図書館の講義から
＝「ソフトウェアの知識の価値の半減期は３年」
ということは、３年のあいだに、それまで
勉強してきたすべての事柄と同じ分量の知識
を習得しないと、知識水準を維持できないこ
とになる。シシュフォスの神話にも似て、な
んともやりきれない。どんどん時流に置いて
いかれるのも無理からぬ話である。

「平成１１年度 第１回総合目録データベース実務研修」受講報告
洋書目録情報係 野村 和子

平成１１年９月２０日から１０月８日までの３週間、
学術情報センター主催の、総合目録データベー
ス実務研修に行ってきました。
この研修に行かせていただくことになったと

き、今まで受講した何人かにきいてみたのですが、
年によって少しずつ変わってきているようです。
そもそも、昭和６０年に始まったときは、研修

期間も８週間と長く、「目録所在情報サービス
参加図書館において、業務担当者の指導や講習
会の講師を行うなど、各館の中核となる担当職
員を養成する。」というものでした。
もちろん現在もその趣旨に変わりはないので

すが、最近は個人研修という名目でレポート作
成が最重要課題となっています。３週間でレポ
ート５枚（８０００字）というのは結構大変です。
その合間には、「目録所在サービスの基本思

想」という講義なども組み込まれており、実務
上の課題を共同討議する場もあります。
長い間、研修に縁のなかった私にとっては、

かなりプレッシャーになりました。そこで周り
の人からのアドバイスに従って、まず研修の前
にレポートの下書きをしておきました。
レポートのテーマはすでに研修先のセンター

に提出済みですので、下書きをしておけばあと
はなんとかなるだろうというのんきな発想だっ
たのですが、これが甘かったのです。
行ってみれば、さっそくテーマについての検討
があり、そこで講師からいろいろ質問や課題の再

検討などがあるわけです。私の場合、日本語ヨミ
不要論を展開するつもりでしたが、これではだめ
かなと思い、結局書き直しをすることにしました。
というわけで、できあがったのが「日本語ヨミの
自動付与および翻字の自動入力」です。
けれども、研修そのものはとても楽しいもの
でした。全国の大学図書館から１２人ものひとが
集まり、３週間一緒に研修を受けるのです。よ
その大学の話を聞くのは新鮮でした。
今回から、研修が始まる前にセンターの担当
者がメーリングリストを作ってくれたので、み
んなとメールのやりとりをして、実際に出会っ
たときにはすぐになかよくなれました。研修の
テーマが他の人とかち合うということもなく、
人によっては、各大学の実状を前もってアンケ
ートで聞いて、研修の資料として活かすことも
できました。
研修が終わってからもメールのやりとりを続
けていますが、これは私にとって、とても大き
な財産になったと思っています。
この研修に行かせていただいて、とてもよか
ったと思っています。そして、忙しい時期に、
快く送り出してくれた職場のみなさんに感謝し
ています。
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広島大学附属図書館の変遷

１９０２（明治３５）．８ 広島高等師範学校図書館を開設

１９２９（昭和４）．４ 広島文理科大学附属図書館に改称

１９４９（昭和２４）．５ 広島大学附属図書館と改称

１９５０（昭和２５）．５ 皆実分校分館、教育学部分館、東雲分校分館、三原分校分館、福山分校分館、

工学部分館、政経学部分館、水畜産学部分館を設置

１９５３（昭和２８）．８ 医学部分館を設置

１９５５（昭和３０）．４ 教育学部分館を附属図書館に統合

１９５７（昭和３２）．４ 政経学部分館を附属図書館に統合

１９５８（昭和３３）．５ 理論物理学研究所分室を設置

１９６１（昭和３６）．４ 皆実分校分館を附属図書館に統合

広島高等師範学校図書館

広島文理科大学附属図書館

広島大学附属図書館

中 央 図 書 館

理論物理学研究所分室

教育学部分館

参考文献：広島大学附属図書館要覧 平成１０年（１９８８）／１１年（１９９９） pp. 1-2

広島大学二十五年史編集委員会編 広島大学二十五年史 部局史（１９７７） pp. 1027-1054

同上 通史（１９７９） pp. 200-201

広島医科大学附属図書館

政経学部分館

広島女子高等師範学校図書掛 広島師範学校男子部図書室 広島師範学校女子部図書室 広島青年師範学校図書課 広島高等学校図書課
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１９６１（昭和３６）．６ 原爆放射能医学研究所分室を設置

１９６２（昭和３７）．４ 三原分校分館を東雲分校分館に統合

１９６７（昭和４２）．４ 福山分校分館と水畜産学部分館を統合して福山分館を設置

１９６７（昭和４２）．４ 医学部分館を廃止し、医学分館を設置

１９７８（昭和５３）．６ 東雲分校分館を廃止し、学校教育学部分館を設置

１９８１（昭和５６）．４ 原爆放射能医学研究所分室を廃止

１９８７（昭和６３）．４ 工学部分館を廃止し、西条分館を設置

１９８９（平成元）．４ 理論物理学研究所分室を廃止

１９８９（平成元）．１０ 福山分館を廃止し、教育学部分室を設置

１９９２（平成４）．３ 教育学部分室を廃止

１９９２（平成４）．５ 中央図書館業務開始

１９９３（平成５）．１０ 西図書館業務開始

１９９５（平成７）．４ 西条分館を東図書館に改称、学校教育学部分館を中央図書館に統合、東千田分室を設置

● ト ピ ッ ク ス ●

海外研修報告会

１月２３日～１月３１日、広島大学後援会国際交

流助成金よる海外研修として、諸富医学分館情

報管理係長と山根電子情報係主任の２名が、ブ

リティッシュ・コロンビア大学及びカリフォル

ニア大学ロサンジェルス校に派遣された。２月

２９日、その報告会が中央図書館ライブラリーホ

ールで行われ、学内から３５名の参加者があった。

拡大読書器、大型モニタを設置

附属図書館は教育特別設備費により、拡大読書

器１式と蔵書目録検索端末に接続する大型液晶

モニタ（２０インチ）を中央図書館に設置した。

検索端末にはWindowsの画面表示を拡大するソ

フトウェア ZoomTextを導入した。
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編 集 広島大学附属図書館館報編集委員会

ある休日の午後、広島大学のある西条から北西に向かって車で約１時間の所にある完成間近の温
井ダムを訪れました。このダムの主な目的は洪水調節、発電、水道用水の供給で、アーチ式コンク
リートダムとしては西日本第二の規模を誇ります。湖畔には宿泊施設や記念公園が整備され、寒風
が吹きつける天気にもかかわらず人々が車を止めて辺りを散策していました。
西中国山地を源とし広島湾に注ぐ太田川の水は、下流に位置する１００万都市・広島市はもちろんの
こと、水不足に悩む瀬戸内海の島々の飲料水などをまかなっています。あまり知られていませんが、
太田川の水は西条の各家庭へも送られています。西条は盆地という地形の影響のため水源に乏しく、
古くから溜め池を作って農業用水を確保してきましたが、溜め池の水は飲用には適さないため、西
条では飲料水の多くを太田川からの給水に頼っているのです。
温井ダムから車で約２０分ほど川を南下すると、やがて鉄道の橋脚が現れます。さらに川に沿って

下った線路わきには、旧国鉄の営業キロ２万 km達成を記念した碑があります。しかし、このローカ
ル線がまもなく廃止されようとしています。
上流では、湛水の時を今や遅しと待つかのごとく真新しく巨大なコンクリート堰。一方下流では、

線路わきの溶けきれぬ雪に埋もれたままの石碑。同じ河川の上流と下流で見た対照的な姿。川の土
手に揺れるネコヤナギの芽が、春の訪れを予感させていました。（岡）

編 集 後 記

（平成１２年１月～３月）
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